
お口のチェックを受診しましょう！
　お口の健康は生活習慣病と深い関わりがある ことから、皆様のお口の健康づくり及び生活習慣病
予防の意識啓発を目的とした「お口のチェック」を実施しています。

※ 歯科医院への事前予約が必要 です。（長崎県市町村職員共済組合のお口のチェック受診を希望する
　 旨を必ず伝えてください。）　なお、契約医療機関は共済組合ホームページに掲載しています。
※ 受診の際は、「お口のチェック受診券」及び「組合員証（組合員被扶養者証）」が必要です。

 口腔診査
● 歯、歯周の状況
● 歯面清掃（PMTC 又はスケーリング）
※歯面清掃は体験までです

 口腔衛生指導
● う蝕、歯周病の予防
● 食事指導、生活習慣指導
● ブラッシング指導

睡眠時ブラキシズムの治療

スプリント等のすり減りを確認
睡眠時にスプリント（マウスピース）をつけて、その表面のすり減り具合を確認します。表面に色を
付けて調べるスプリントもあります。

睡眠同伴者の指摘、歯のすり減り、顎の筋肉の症状等総合的な判断
歯科医師が問診及び口の中の診査を行い診断します。

　前述のとおり、はっきりとした原因がわかっていないため
対症療法が中心となります。
　第一選択は、スプリント（マウスピース）（図 2）によるもので、
上または下の歯列全体を覆うマウスピースを作成し、睡眠時に
装着します。歯や被せ物等を覆い保護する役割に加え、歯列
全体で力を受けるため、過度の力が１カ所にかかることを防ぐ
目的があります。健康保険が適応され、３割負担の場合、3,000
～ 6,000 円程度かかります。（製作方法により異なり、初診料・
管理料などは含みません）また、必要な場合は歯周病の悪化等を防ぐためかみ合わせの調整等を合わせて
行うこともあります。
　現在お口の状態のコントロールにおいて、菌（歯周病菌やむし歯菌など）の管理と並び、力の管理が重
要視されています。朝起きたときの顎の筋肉のこわばり、度重なる被せ物や歯の破損等がある方は、一度
かかりつけ歯科医に相談してみてはいかがでしょうか。
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お口のチェックを受診
した方に「歯みがきセット」

を配付しています。

お口のチェック内容

図２   スプリント（マウスピース）の例
カメラにて撮影

組合員及び年度内に 13 歳以上
となる被扶養者を対象としています。
（年度内に 1 人 1 回限り）

※自己負担はありません。

歯みがきセット
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